
第357回２月定例県議会の概要 ※その他の概要は４面に記載

躍動する兵庫実現への躍動する兵庫実現への
予算を可決！予算を可決！
～新たな時代に未来への～新たな時代に未来への
　　　　　  希望を紡ぐ。　　　　　  希望を紡ぐ。～～

国の補正予算を活用し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策や、地域経済の活性化・地域づくり、県民生活の安定化など
に関する補正予算（総額995億円）を可決しました。（２月16日）
また、県北部を中心とした豪雪による雪害被災農業者等に対する支援や道路の除雪対策等の実施、年間を通じた事業実績の確定
や見込み等を踏まえた補正予算を可決しました。（３月３日）
さらに、まん延防止等重点措置の期間延長に伴う新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の支給に要する補正予算（総額351
億円）を可決しました。（３月30日）

「県政改革方針」に基づき、持続可能な行財政基盤
を確立し、新型コロナウイルス感染症への対応、人
口減少・超高齢化・多発する災害・温暖化・経済構
造の変容等、挑戦すべき課題に立ち向かい、「躍動
する兵庫」の実現に向けた予算（総額４兆2,482億円）
を可決しました。

●　新しい成長の種をまく
●　地域の価値を高める
●　安全安心の網を広げる

令和３年度補正予算を可決

令和４年度当初予算を可決（３月30日） 総額４兆2,482億円 （対前年度比92.2％）令和４年度 当初予算

※詳細は、兵庫県ホームページをご覧ください。

一般会計 ２兆3,833億円／特別会計 １兆5,943億円／公営企業会計 2,706億円

兵庫県 令和４年度当初予算 検索

歳入
（一般会計）

歳出
（一般会計）

県債
4.4%

繰入金
1.9%

国庫支出金
10.7%

諸収入
28.6%

地方交付税等
16.2%

県税等
36.7%

使用料および手数料
0.9%

地方譲与税ほか
0.6%

公債費
11.3%

商工費
27.0%

総務費
10.0%

民生費
15.1%

衛生費
5.8%

警察費
5.7%

土木費
5.6%

農林水産費
3.3%

教育費
15.4%

災害復旧費ほか
0.8%

「躍動する兵庫」へ　３つの視点
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行財政運営調査特別委員会調査報告行財政運営調査特別委員会調査報告
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あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

県議会広報 PRキャラクター
「兵議博士」
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第357回 ２月定例県議会での代表・一般質問の概要をご紹介
代 質表 間

県
庁
舎
再
整
備
の
抜
本
的

見
直
し
と
民
間
投
資
を
呼

び
込
む
方
策
に
つ
い
て
。

元
町
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
中
で
、
県
庁
舎

は
元
町
地
区
配
置
を
前
提
と
し
、
県

有
敷
地
を
活
用
し
た
地
代
収
入
も
含

め
民
間
事
業
者
の
意
向
把
握
に
努
め

民
間
投
資
を
呼
び
込
む
方
策
を
検
討

す
る
。

A Q

長な
が
瀬せ 

た
け
し

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

神
戸
市
東
灘
区

化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い

て
相
談
窓
口
設
置
や
啓
発

事
業
等
の
対
策
を
求
め
る
。

県
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
Ｈ
Ｐ
や
県
・
市
町
の
広

報
誌
等
へ
の
掲
載
な
ど
周
知
・
啓
発

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
原
因
物
質
に

応
じ
関
係
各
課
等
が
相
談
に
応
じ
る

な
ど
県
民
の
不
安
解
消
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
。

A Q

北き
た
上う

え 

あ
き
ひ
と

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

川
西
市
及
び
川
辺
郡

今
後
の
県
と
神
戸
市
と
の

協
調
の
取
組
と
神
戸
地
域

の
将
来
像
に
つ
い
て
。

知
事
と
市
長
の
信
頼
関
係
の

も
と
緊
密
な
意
思
疎
通
を
図

り
、
適
切
な
役
割
分
担
と
県
市
協
調

に
よ
る
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
、

神
戸
の
強
み
や
可
能
性
を
生
か
し
て

魅
力
あ
る
兵
庫
・
神
戸
の
発
展
を
目

指
す
。

A Q

奥お
く
谷た

に 

謙け
ん
一い

ち

◆ 

自
民
党
兵
庫

◆ 

神
戸
市
北
区

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
を
契
機
と
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

医
療
的
ケ
ア
児
が
身
近
な
地

域
で
必
要
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
令
和
５
年
度
末
を
目
標

に
す
べ
て
の
市
町
に
医
療
的
ケ
ア
児

等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

な
ど
、
相
談
支
援
体
制
の
構
築
に
取

り
組
む
。

A Q

竹た
け
尾お 
と
も
え

◆ 

公
明
党
・
県
民
会
議

◆ 

西
宮
市

播
磨
臨
海
地
域
道
路
の
実

現
に
向
け
た
現
在
の
取
組

と
今
後
の
見
込
み
は
。

公
共
空
間
を
活
用
し
た
ル
ー

ト
や
地
域
を
分
断
し
な
い
高

架
構
造
と
す
る
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
今
後
も
地
域
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
都
市
計
画
と
環
境
影
響
評

価
の
手
続
き
を
並
行
し
て
進
め
て
い

く
。 A Q

岡お
か 

つ
よ
し

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

加
古
郡

県議会では、３月１日に「ロシアのウクライナ侵攻を非難する決議」を行いました。
この決議を受け、３月４日には、藤本百男議長が在大阪ロシア連邦総領事館を訪問して総
領事と面談し、ロシアが無条件で即時撤退し、平和的な解決の道を探ることを求める抗議
文書を手交しました。また、在日ロシア連邦大使、県と友好・姉妹提携を結ぶハバロフス
ク地方知事あての文書も併せて総領事に手交しました。

在大阪ロシア連邦総領事に抗議文書を手交在大阪ロシア連邦総領事に抗議文書を手交

第
６
波
の
反
省
点
と

今
後
の
対
応

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染

拡
大
は
国
の
想
定
を
上

回
っ
て
い
る
。
本
県
で

も
、
適
切
な
療
養
の
実
施
と
病

床
の
更
な
る
確
保
、
自
宅
療
養
者

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
応
援
職
員

に
よ
る
保
健
所
機
能
の
強
化
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
促
進
の
ほ
か
、
特

に
高
齢
者
の
感
染
増
加
を
踏
ま
え

た
対
策
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
一
日
も
早
い
感
染
収
束
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
第
６
波
は
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
よ
り
感
染
者
数
が

急
拡
大
し
、
保
健
所
や

外
来
診
療
が
ひ
っ
迫
し
た
。
対
応

の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Q 自
由
民
主
党

小こ

西に
し 

隆た
か

紀の
り　

◆ 
丹
波
篠
山
市

地
域
創
生
に
つ
い
て

来
年
度
見
直
す
戦
略
で

は
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
か
ら
五
国
の
個

性
を
さ
ら
に
磨
き
、
地
方
回
帰
の

受
け
皿
と
な
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
各
分
野
の
方
向
性
を
打
ち
出

す
。
農
林
業
分
野
で
も
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
、
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
活
用
、
農
林
業
と
観
光
な
ど

複
数
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
た
新

た
な
雇
用
創
出
な
ど
、
新
た
な
可

能
性
の
道
筋
も
示
し
て
い
く
。

A
地
方
回
帰
の
潮
流
を
捉

え
、
田
舎
に
人
が
集
ま

る
条
件
を
作
る
こ
と
が
、

最
大
の
地
域
創
生
。
兵
庫
県
全
体

で
は
五
国
の
多
様
性
を
さ
ら
に
活

か
し
た
戦
略
と
す
べ
き
。

Q ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

上う
え

野の 

英ひ
で

一か
ず　

◆ 

神
崎
郡

齋
藤
県
政
の

　
　
行
財
政
改
革

本
庁
組
織
を
12
部
体
制

に
再
編
し
、
部
長
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
下
、
旧
来
の

慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
提

案
が
生
み
出
さ
れ
る
環
境
を
整
え

る
。
ま
た
、
外
部
有
識
者
に
よ
る

事
業
レ
ビ
ュ
ー
を
導
入
し
新
た
な

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
職
員
の

意
識
改
革
に
も
繋
げ
る
。
職
場
か

ら
業
務
の
創
意
工
夫
や
変
革
の
提

案
が
な
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

型
行
財
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く
。

A
新
し
い
組
織
体
制
の
下
、

本
格
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
行
財
政
全
般
の
不

断
の
見
直
し
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
を
進
め
る
の
か
。

Q 自
民
党
兵
庫

山や
ま

口ぐ
ち 

晋し
ん

平ぺ
い　

◆ 

た
つ
の
市
及
び
揖
保
郡

高
齢
者
の
補
聴
器

　
　
購
入
助
成
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者

の
社
会
参
加
活
動
の
維

持
・
継
続
へ
の
方
策
が

必
要
。
令
和
４
年
度
に
中
等
度
難

聴
の
高
齢
者
約
４
０
０
人
の
補
聴

器
購
入
を
助
成
し
、
補
聴
器
使
用

の
社
会
参
加
の
効
果
の
調
査
を
実

施
す
る
。
調
査
に
よ
っ
て
補
聴
器

の
社
会
参
加
促
進
の
結
果
が
得
ら

れ
た
場
合
は
、
調
査
結
果
を
国
へ

の
恒
久
的
な
制
度
化
の
提
案
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

A
難
聴
高
齢
者
の
認
知
症

予
防
対
策
の
観
点
か
ら

補
聴
器
購
入
費
用
助
成

が
必
要
だ
が
、
当
初
予
算
で
の
対

応
は
。
今
後
の
恒
久
的
な
予
算
化

も
伺
う
。

Q 公
明
党
・
県
民
会
議

伊い

藤と
う 

勝か
つ

正ま
さ　

◆ 

明
石
市

一 質般 間
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第357回 ２月定例県議会での代表・一般質問の概要をご紹介

豊
か
な
生
態
系
が
あ
る
明

石
公
園
の
樹
木
伐
採
を
含

め
た
自
然
保
護
の
観
点
は
。

生
態
系
や
文
化
財
の
専
門

家
、
地
域
の
意
見
も
聞
き
、

自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
樹
木

に
よ
る
石
垣
の
崩
落
防
止
対
策
を
行

う
等
、
自
然
と
歴
史
文
化
等
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、
整
備
・
管
理
を
行
っ

て
い
く
。

A Q

北き
た

口ぐ
ち 

寛ひ
ろ

人と

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

明
石
市

今
秋
の
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
を
レ
ガ
シ
ー
の

残
る
大
会
に
す
べ
き
。

豊
か
な
海
づ
く
り
の
活
動
を

一
層
深
め
て
い
く
推
進
母
体

を
立
ち
上
げ
、
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
、
豊
か
で
美
し
い
ひ
ょ
う
ご
の

海
の
創
出
と
継
承
、
そ
し
て
県
民
総

参
加
に
よ
る
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
。

A Q

岸き
し

口ぐ
ち 

み
の
る

◆ 

維
新
の
会

◆ 

明
石
市

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
の
後

医
療
機
関
開
院
時
期
及
び

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
。

開
院
時
期
は
１
年
以
内
の
予

定
だ
が
新
病
院
で
は
早
期
開

院
に
努
力
し
て
い
る
。
個
々
の
患
者

の
意
向
に
沿
っ
た
適
切
な
医
療
提
供

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
、
閉
院

後
も
患
者
が
困
ら
な
い
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

A Q

入い
り

江え 

次じ

郎ろ
う

◆ 

日
本
共
産
党

◆ 

姫
路
市

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
を
踏
ま

え
た
芦
屋
健
康
福
祉
事
務

所
の
体
制
検
討
に
つ
い
て
。

保
健
所
は
感
染
症
対
策
の
要

で
あ
り
、
芦
屋
健
康
福
祉
事

務
所
の
あ
り
方
検
討
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
状
況
を
十
分

に
考
慮
し
た
う
え
で
、
芦
屋
市
な
ど

現
場
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
丁
寧
に

進
め
る
。

A Q

中な
か

島じ
ま 

か
お
り

◆ 
無
所
属

◆ 
芦
屋
市

Ｄ
Ｃ
、
大
阪
・
関
西
万
博

に
向
け
た
観
光
戦
略
の
方

向
性
と
数
値
的
目
標
は
。

自
然
、
文
化
な
ど
の
風
土
を

体
験
す
る
新
し
い
旅
の
ス
タ

イ
ル
を
提
案
し
て
い
く
。
具
体
の
数

値
目
標
は
、
人
数
や
経
済
的
指
標
の

ほ
か
脱
炭
素
や
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

な
ど
新
た
な
指
標
も
含
め
今
後
検
討

す
る
。

A Q

藤ふ
じ

田た 

孝た
か

夫お

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

養
父
市
及
び
朝
来
市

イ
エ
ロ
ー
区
域
の
開
発
許

可
の
規
制
見
直
し
に
係
る

市
町
の
意
見
と
対
応
は
。

避
難
場
所
の
基
準
に
つ
い

て
、
市
町
か
ら
、
地
域
防
災

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
指
定
避
難

所
以
外
も
認
め
る
こ
と
や
避
難
所
ま

で
の
距
離
を
柔
軟
に
取
り
扱
う
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
反
映

し
た
。

A Q

大お
お

豊と
よ 

康や
す

臣た
か

◆ 
自
由
民
主
党

◆ 

加
西
市

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
芸

術
文
化
施
策
へ
の
知
事
の

姿
勢
、
今
後
の
進
め
方
は
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
検

証
や
適
切
な
見
直
し
は
必

要
。
一
方
で､

芸
術
文
化
は
県
民
の

暮
ら
し
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
。
今

後
も
兵
庫
が
誇
る
文
化
力
を
高
め
、

活
か
す
多
彩
な
取
組
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

A Q

迎む
か
い

山や
ま 

志し

保ほ

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

加
古
川
市

民
間
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
連
携
し
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
の
強
化
。

来
年
度
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
稼
ぐ
力
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
西
宮
市
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
支
援
拠
点
の
適
地
で
あ
り
、今
後
、

民
間
で
開
発
整
備
が
進
む
際
に
は
、

県
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検
討
し
た

い
。 A Q

中な
か

野の 

郁ゆ
う

吾ご

◆ 

自
民
党
兵
庫

◆ 

西
宮
市

伊
丹
市
統
合
新
病
院
の
高

度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
、

救
急
体
制
の
充
実
は
。

統
合
新
病
院
に
は
高
度
急
性

期
・
救
急
医
療
体
制
を
強
化

し
た
阪
神
北
準
圏
域
の
基
幹
病
院
と

し
て
の
機
能
を
期
待
。
今
年
度
増
額

し
た
施
設
整
備
補
助
に
加
え
、
必
要

な
設
備
整
備
補
助
等
の
積
極
的
支
援

を
行
う
。

A Q

坪つ
ぼ

井い 

謙け
ん

治じ

◆ 

公
明
党
・
県
民
会
議

◆ 

伊
丹
市

収
入
証
紙
廃
止
に
向
け
た

手
数
料
納
付
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
検
討
す
べ
き
。

県
民
の
利
便
性
向
上
と
事
務

効
率
化
の
た
め
、
収
入
証
紙

に
替
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
コ

ン
ビ
ニ
等
で
の
電
子
納
付
や
、
一
部

の
申
請
窓
口
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

端
末
設
置
を
令
和
４
年
度
に
開
始
す

る
。 A Q

春は
る

名な 

哲て
つ

夫お

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

宍
粟
市

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
情

と
難
聴
の
早
期
発
見
・
治

療
の
重
要
性
へ
の
認
識
は
。

県
下
の
受
検
率
は
向
上
し
て

い
る
が
、
未
受
検
の
新
生
児

が
い
る
こ
と
は
課
題
で
あ
る
。
難
聴

の
情
報
周
知
に
よ
る
理
解
促
進
を
図

り
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
っ
て
、

難
聴
児
の
早
期
発
見
、
支
援
を
推
進

す
る
。

A Q

松ま
つ

井い 

重し
げ

樹き

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

た
つ
の
市
及
び
揖
保
郡

兵
庫
県
財
政
の
見
え
る
化

改
革
の
推
進
に
つ
い
て
。

財
政
を｢

見
え
る
化｣

す
る

観
点
か
ら
、
県
債
管
理
基
金

残
高
に
含
ま
れ
る
預
託
金
や
外
部
基

金
集
約
の
解
消
等
を
反
映
。
県
債
管

理
基
金
の
残
高
回
復
に
優
先
し
て
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
財
政
を
実
現

し
た
い
。

A Q

竹た
け

内う
ち 

英ひ
で

明あ
き

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

姫
路
市

県
政
改
革
方
針
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
官
民
連
携
の

姿
を
思
い
描
い
て
い
る
か
。

民
間
人
材
の
活
用
等
に
よ
る

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
連

携
事
業
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
向

け
た
調
査
、
官
民
連
携
を
含
む
県
庁

舎
整
備
の
あ
り
方
の
検
討
な
ど
、
民

間
活
力
を
活
用
し
、
社
会
・
経
済
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
。

A Q

石い
し

川か
わ 

憲の
り

幸ゆ
き

◆ 

自
民
党
兵
庫

◆ 

丹
波
市

空
家
活
用
特
区
条
例
に
よ

る
空
家
の
管
理
不
全
の
防

止
と
活
用
促
進
に
つ
い
て
。

空
家
バ
ン
ク
の
登
録
支
援
や

空
家
改
修
補
助
の
割
り
増
し

な
ど
の
流
通
促
進
や
規
制
緩
和
、
活

用
支
援
の
施
策
に
よ
り
、
空
家
の
活

用
を
促
進
し
、
移
住
、
定
住
や
交
流

の
促
進
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
。 A Q

松ま
つ

田だ 

一い
っ

成せ
い

◆ 

公
明
党
・
県
民
会
議

◆ 

神
戸
市
兵
庫
区

新
型
コ
ロ
ナ
飲
み
薬
を
自

宅
療
養
者
に
活
用
で
き
る

よ
う
な
体
制
構
築
が
必
要
。

モ
ル
ヌ
ピ
ラ
ビ
ル
は
、
配
備

薬
局
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等

に
よ
る
処
方
箋
を
送
付
し
、
薬
局
が

電
話
等
で
服
薬
指
導
を
行
い
、
患
者

宅
に
配
送
す
る
体
制
を
整
備
済
。
今

後
も
安
定
的
な
供
給
体
制
構
築
に
努

め
る
。

A Q

高た
か

橋は
し 

み
つ
ひ
ろ

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
西
区
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【議員提出議案】
● �兵庫県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区に

おいて選挙すべき議員の数に関する条例の一部を改
正する条例

● �議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例

● �兵庫県議会委員会条例の一部を改正する条例
● �県行政に係る基本的な計画の議決等に関する条例の

一部を改正する条例

【知事提出議案】
● 行財政の運営に関する条例の一部を改正する条例
● 部制条例の一部を改正する条例
● �景観の形成等に関する条例の一部を改正する条例
● 歯と口腔の健康づくり推進条例
● �空家等活用促進特別区域の指定等による空家等の活

用の促進に関する条例
● �都市計画法施行条例の一部を改正する条例　など

● �国内サプライチェーンの構築、強化を求める意見書
● �小中高等学校卒業証書への通称記載について本人・保護者の意向を尊重

した対応をとるよう自治体教育委員会に周知徹底を求める意見書
● �地域公共交通維持のための財政支援の拡充を求める意見書
● �感染拡大期を含め保健所機能維持への対策を求める意見書
● �不登校児童生徒に対する支援制度の確立を求める意見書
● �加齢性難聴者の補聴器購入支援制度の創設を求める意見書
● �水上オートバイによる危険運転等への法的整備等を求める意見書
● �学校現場でのネットいじめ防止を求める意見書

条例（計32件）

● 令和４年度兵庫県一般会計予算及び令和３年度兵庫県一般会計補正予算
● �兵庫県行財政運営方針の変更
● �ひょうごビジョン2050の策定　など

予算及びその他の議決案件（計87件）

意見書（計８件）

● �ロシアのウクライナ侵攻を非難する決議
● �2023年主要国首脳会議にかかる関係閣僚会合の姫路市開催を求める決議

決議（計２件）

【改正の概要】
● 議員定数は、現行の条例定数と同じ「86人」。
● �「美方郡選挙区」（定数１人）を「豊岡市選挙区」（定数１人）と合区し「豊岡

市及び美方郡選挙区」（定数２人）。
● 令和５年春の兵庫県議会議員選挙から施行。

議員定数等調査特別委員会での検討結果を踏まえ、「兵庫県議会議員の定数並びに
選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条例」を改正しました。

「豊岡市及び美方郡選挙区」誕生

39選挙区

38選挙区

新
温
泉
町

香
美
町

豊岡市
美方郡

美方郡と豊岡市が同じ
選挙区になります

第357回２月定例県議会

① 躍動する兵庫の実現
「ひょうごビジョン2050」に掲げる「躍
動する兵庫」の実現に向けた県政を推進

② 持続可能な行財政基盤の確立
改革の着実な推進により収支均衡と将来
負担の軽減を図りつつ、時代の変化に的
確に対応

③ イノベーション型行財政運営の実現
職員一人ひとりから自律的・多発的に業
務の創意工夫や変革の提案がなされる県
政の実現

「県政改革」の基本方針

議員定数と選挙区の改正

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

県
議
会

第355回９月定例県議会において､ 行財政運営調査特別委員会に付議された「県の行
財政運営」について調査を行い、その結果を知事に提出しました。（表紙写真）

「行財政運営方針の見直し（一次案）」では、令和10年度までの収支不足が440億円に
増加するなど、本県の行財政運営が厳しいことが明らかとなりました。
行財政運営調査特別委員会では、新型コロナウイルス感染症の影響など社会経済情勢
が大きく変動する中、収支均衡と将来負担の軽減が図られるよう、持続可能な行財政
運営に努める必要があることから、これまで以上に県民の意をくみながら「躍動する
兵庫」の実現をめざすよう、多岐にわたる指摘を行いました。
委員会での調査報告を踏まえ、知事において収支不足を140億円まで縮減する最終案
が作成され、第357回２月定例県議会に議案が提出され、可決されました。

≪可決された内容≫

令和10年度までの県政改革の基本方針を決定

兵庫県 県政改革方針 検索 ※詳細は、兵庫県ホームページをご覧ください。

行財政運営調査特別委員会行財政運営調査特別委員会

２月16日～３月30日 今回の議会で定められたこと

【改正前】行財政の運営に関する条例 【改正後】県政改革の推進に関する条例

【改正前】兵庫県行財政運営方針 【改正後】兵庫県 県政改革方針
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